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プレキャスト集水桝
自在R連続基礎

茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 山梨 長野 静岡 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 山梨 長野 静岡

プレキャスト集水桝
従来の現場打ち集水桝をプレキャスト化した製品です。
準備・型枠設置･コンクリート打設・型枠撤去･片付け など、作業手間の省力化を目的とした製品です。

自在R連続基礎〈プレキャスト・ガードレール＆
　ガードパイプ連続基礎ブロック〉

車両の進入制御や車線変更、風荷重による転倒防止などの仮設用
置き基礎用として緊急時に対応出来る連続基礎ブロックです。

NETIS掲載終了
CB-050040-VE

基本形状図

形状・寸法
重量表

安定計算
本設

接続詳細図

■寸法・重量表

桝本体　重ね蓋用：Dc 桝本体　落し蓋用：Dc(D)

蓋版　重ね蓋用：Dc

吊り金具詳細

蓋版　落し蓋用：Dc(D)

■正面図

■平面図 ■平面図

■A-A断面図
■正面図 ■A-A断面図※インバートは、現場打ちとして下さい。

　（　）書きの寸法は400-400の場合です。

※ノックアウト部は開口にすることも可能です。グレーチング蓋にも対応可能です。

※壁厚200用も製作可能です。

※800-800は壁厚200とすることも可能です。

※（　）書きの寸法は落し蓋の場合です。

1.安全性
連続した基礎として衝突に対して抵抗するため安全性が高くなり
ます。
 
2.施工性
設置間隔が決まっているため施工が容易です。
丸みを帯びた端部形状によりカーブ施工が容易に行えます。 

3.リサイクル
ボルト連結のため道路の修繕時に撤去・移設し再利用が出来ます。

●特長

1999年「車両用防護柵標準仕様・同解説」「道路土工・擁壁工指針」の
基準改定に伴い、自動車の衝突荷重を考慮した設計が明記されました。
ガードレール自在Ｒ連続基礎ブロックは、道路の安全及び道路環境の改
善の為、緊急的に多く施されるガードレールやガードパイプの現場打
ち連続基礎をプレキャスト製品化し、緊急工事に対応することが出来ま
す。この製品は自転車のチェーンをイメージし、現場に合ったカーブに
自在に対応できるプレキャスト連続基礎ブロックです。

▶
埋
設
使
用

▶
置
き
式
使
用

■接続詳細図

設計条件

　現場打の連続基礎は、目地の関係で10mにて安定計算を行いま
すが、自在R連続基礎では延長方向で衝突荷重を受け持ちます。

衝突高さ
コンクリートの単位体積重量
土の単位体積重量
土の内部摩擦角
基礎地盤の摩擦係数
基礎地盤の許容支持力
設計車両
受働土圧

hp=0.6m
γc＝23kN/m3
γt＝19kN/m3
φ＝30°
μ＝0.6
300kN/m2
T-25
考慮する

埋設使用参考延長一覧表（安全率1.5）
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置き式

基本形状図

基本形状図

形状・寸法
重量

〔本設〕　 〔置き式〕　

■A型（630×450）　支柱間隔2m

基本：参考重量1202kg 端部A：参考重量835kg 端部B：参考重量898kg

■B型（400×450）　支柱間隔　2.0m、1.5m、1.0m

〔本設〕　 〔置き式〕　

基本：参考重量778kg 端部A：参考重量557kg 端部B：参考重量576kg

基本(1m)：参考重量346kg

独立式の基礎では安定計算が不可能。連続基礎とすることで安定計算を可能に。

※九州自動車道床版取替え工事 短延長（5m）で安全確保
基礎断面（幅）を大きくすることで、短延長での
安全確保を実現しました。

基礎高300mm
支柱立込穴を補強し、根入れ250mmで安全
を確保しました。

支柱建込250mm対応
防護柵設置基準、同解説に準じた支柱
建込穴の補強により、根入れを250mm
とし、基礎高300mmを実現。浅層埋設
物がある箇所へ防護柵設置を可能とし
ました。

景観に配慮
歩道部は天端高を80mm下げており、
舗装・インターロッキングの施工が可能
です。

容易な施工
上下組み合わせ+ボルト（M27）締結の
みの容易な施工により工期短縮を実現
しました。

交差点タイプ

最小半径5Ｒまで対応可能。

基　本 参考重量:1157kg 端部A 参考重量:895kg 端部B 参考重量:900kg
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置き式使用参考延長一覧表（安全率1.5）
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基本形状図

基本形状図

形状・寸法
重量

〔本設〕　 〔置き式〕　

■A型（630×450）　支柱間隔2m

基本：参考重量1202kg 端部A：参考重量835kg 端部B：参考重量898kg

■B型（400×450）　支柱間隔　2.0m、1.5m、1.0m

〔本設〕　 〔置き式〕　

基本：参考重量778kg 端部A：参考重量557kg 端部B：参考重量576kg

基本(1m)：参考重量346kg

独立式の基礎では安定計算が不可能。連続基礎とすることで安定計算を可能に。

※九州自動車道床版取替え工事 短延長（5m）で安全確保
基礎断面（幅）を大きくすることで、短延長での
安全確保を実現しました。

基礎高300mm
支柱立込穴を補強し、根入れ250mmで安全
を確保しました。

支柱建込250mm対応
防護柵設置基準、同解説に準じた支柱
建込穴の補強により、根入れを250mm
とし、基礎高300mmを実現。浅層埋設
物がある箇所へ防護柵設置を可能とし
ました。

景観に配慮
歩道部は天端高を80mm下げており、
舗装・インターロッキングの施工が可能
です。

容易な施工
上下組み合わせ+ボルト（M27）締結の
みの容易な施工により工期短縮を実現
しました。

交差点タイプ

最小半径5Ｒまで対応可能。

基　本 参考重量:1157kg 端部A 参考重量:895kg 端部B 参考重量:900kg
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施工事例 冠水センサボラード〈冠水検知通信システム〉

1.即座に点滅
その場で点滅して周辺への注意喚起を開始します。定水位の冠水を検知す
ると即座に非常灯が点滅開始し、周辺住民と通行者への警告となります。 

2.正確な情報発信
情報の精度（場所・時間）が高く、設定水位に達するとタイムラグなく通知し
ます。役所の所管部署ご担当者や提携先の消防署と警察署へ冠水地点と時
間、冠水状況を通知するメールを自動送信します。

3.速やかな対応につなぐ
現場確認（パトロール）や対策の優先順位を検討しやすく、複数の冠水地点
の状況を確認しながらの現場対応が可能になります。

車止めに冠水センサを実装しました。 任意に設定さ
れた水位に達すると瞬時に管理者へ冠水情報を送信
するとともに、ＬＥＤ非常灯を点滅させて周辺へ注意を
呼びかけます。

製造元：（冠すいっち）:応用地質株式会社
製造元：（冠水センサボラード）:株式会社サンポール
販売元： ユアサ商事株式会社

NEW

●特長

基本動作

製品詳細
■ソーラー式自発光型アプローチライト（通常灯） ■自発光型ソーラーユニット（通常灯）

■ボラードの基本動作

平常時 冠水発生 冠水解除

　光源はロングライフで省エネとなる LED を採用。蓄電器にはロン
グライフ＆メンテナンスフリー、降雪期間を考慮したＥＤＬＣ（電気二重
層コンデンサ）を採用します。プログラム制御により電池残量を監視し
ながら明るさを調光することで、長時間の点灯を実現しました標準設定
以外にも仕様の変更が可能です。お問い合わせください。

　晴天、曇天を問わず昼間の屋外光で充電、日没後にＬＥＤが自動点灯
し、の視認性を向上します。幅広発光面で視認性がアップ、さらにグレ
アを抑えた間接光により景観へも配慮しています。ロングライフ＆メ
ンテナンスフリー設計です。※通年で日中３～４時間の直射日光がソ
ーラー部に当たる場所へ設置してください。

●毎日一度ヘルスチェック（電圧／他）を
実施し、異常があった場合には管理者
へメール通知されます。

●設定された水位の冠水を検知すると、
瞬時に非常灯点滅（周囲への注意喚
起）とサーバーへの通信を行い、登
録管理者へメール通知が届きます。 

●確実に設定水位以下まで下がったこ
とを確認後、管理者へ通知して非常
灯点滅が止まります。

１日１回定時に異常が無いこ
とを確認し、異常時は管理
者へ通知

冠水を瞬時に察知してすぐ
に点滅を開始し、情報を管
理者へ送信

確実に水位が下がったこと
を確認して情報を管理者へ
送信して点滅解除

MI-165-SHT 受注生産品

形　状：ベース式
仕　様：太陽光発電式照明内蔵（アプローチライト）
　　　　冠水情報検知／非常灯点滅／通知機能
材　質：アルミパイプ＋アルミ合金鋳物
仕　上：ショットブラスト＋セラミック焼付塗装
標準色：1７0 セラミックチタン
寸　法：φ165（t4.0）H850
重　量：約 11.5kg

大光量の非常灯は日中で
も50m以上先から視認可
能です。

大光量の非常灯は日中でも
50m以上先から視認可能
です。※イメージは通常灯
ホワイト色（W）です。

MI-115-SHT 受注生産品

形　状：ベース式
仕　様：太陽光発電式照明内蔵
　　　　冠水情報検知／非常灯点滅／通知機能
材　質：アルミパイプ
仕　上：ショットブラスト＋セラミック焼付塗装
標準色：1７0 セラミックチタン
寸　法：φ115（t３.0）H850
重　量：約 7.0kg

岩手県山田町

熊本県球磨市

東京都日野市
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